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論文内容の要旨
【目的】静脈血流量を測定する方法ーとして超音波や電磁流量計などを用いたプj法が報告されているが、こ
れらの方法では手技的解剖学的理由から深部静脈の血流置を正確に測定するのは閑難であるの今回、ヘモ
グロビンと離素の結合が化学的な反応であり非常に短時間に行われることに着眼し、静脈内に動脈血を急
速注入して、酸素飽和度を変化させてFickの原四iこ某づ、きその血流量を測定する方法を考案した。 invitro 
においてこの方法の伝頼性を評価し、その後、 ICU入室患者のド大静脈血流量を測定し総肝血流量の推定
を{寸った。
【H法】血液酸素飽和度を持続的に測定できるopticalfiberを閉鎖循環回路内に留置し、脱酸素化した血
液を循環させた。融素化した血液を回路内に急速注入し酸素飽和度を変動させ、 Fickの原理を用いて血流
量を計算した。続いてICU入室中の絶食患者8名を対象として下大静脈血流量を測定した。大腿静脈より
肺動脈カテーテルを下大静脈いjに挿人L、慎骨動脈より採取した動脈血10mlの注入により酸素飽和度を変
動させてinvitroの時と同様にして血流量を計算した口肝静脈合流部より中枢側と末梢側の下大静脈血流量
を測定しそのー筒所の流量の差を求め肝血流量とした。
【結果】 invitroではポンプで規定した流量と酸素飽和度の変動を用いて測定した値とは非常によく相関し
ていた (r2-:-0.87)。肝静脈の合流部より末梢側の下大静脈血流量は1.90土O.591!/min、中枢側の血流量は
2.96:!:0.721! /minであり、推定される総肝血流量は平均1.061!/minであった。
【結語】殿素飽和度の変動による血流量測定法はinvitroにおいて高い相関性を示した。また、この方法を
用いて測定した総肝血流量は今までに報告されている値に近い慣が得られた。ヘモグロビン酸素飽和度の
変動を利用して静脈血流量を測定する方法は精度が高く、臓器血流量の測定に角ー周と考えられる。
論文審査の結果の要旨
静脈血流量を測定する方法はこれまで超音波や電磁流量計などを用いた方法が報告されているが、深部
静脈の血流量を正確に測定するのは困難である。今回、ヘモグロビンと酸素の結合が化学的な反応であり、
非常に短時間に行われることを利用し、静脈内に動脈血を急速注入して、酸素飽和度を変化させて、 Fick
の原理に基づき、そのln流量を測定した。次にinvitroおよひ'invivoにおいて本法の有用性を検討した。
血液酸素飽和度を持続的に測定できるopticalfiberを閉鎖循環回路内に留置し、脱酸素化した刷液を循
環させた。酸素化した血液を回路内に急速注入し酸素飽和肢を変動させ、 Fickの原理を用いて血流景を計
算した。続いてJCU入室中の患者8名を対象として下大静脈血流量を測定した。大腿静脈より肺動脈カテー
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テルを下大静脈内に挿入し、権骨動脈より採取した動脈血10mlの注入により酸素飽和度を変動させて、 m
vitroの時と同様にして血流量を計算した。肝静脈合流部より中枢個IJと末梢側の下大静脈血流量を測定し、
その二箇所の流量の差を求め、目F巾流量とした。
in vitroではポンプで規定した流量と酸素飽和度の変動を尉いて測定した値とは非常によく相関していた
(r~ =0.87)。肝静脈の合流部より末梢側の下大静脈血流量はl.90土0.59R. /min、中相側の血流鷺は2.96土
0.72 R /minであり、推定される総肝血流量は平岡1.06R. !minであった。
酸素飽和度の変動による血流量制定法はinvitroにおいて高い相関性を示した。また、この方法を用いて
測定した総肝血流量は今までに報告されている値に近い値が得られた。ヘモグロビン酸素飽平日度の変動を
利用して静脈血流量を測定する方法は精度が高く、臓器血流量の測定に有用と考えられた。
以上のことから、本論文は今後の臨床診療に寄与すると考えられる。よって、本研究者は博十(医学)
の学位を授与されるに航するものと判定された。
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